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要　　約

　20◎0年度に実施された大学入試センター試験英語の試験問題について，敬滅鍵
Res脚鵬e麗o鷹取S灘曝懸，診69，1972）に基づくテストレヅトモデルによる分析と，2パ
ラメタロジスティヅクモデル（鍵L）による分析をこころみた。利用したデータは，この

年の大学入試センター試験の受験者のうち，いわゆる5教科型の受験者（国語豆・豆，
理科のB科目，地歴のB科目または公民，数学互A，数学HBを受験した者）2鱈，256人
の解答である。テストレヅトオペレーティング特性曲線，テストレヅト特性曲線，テス

ト特性曲線や独立項目として扱った23の設問の項目パラメタ等をみると2つのモデルの
問の一致はかなり高く，また，2っのモデルに基づく能力推定値の問の相関も◎．9暫で
あった。しかし，テストレヅト情報関数の違いは大きく鯉Lの情報量がテストレヅトモ
デルの情報量を概ね上回る結果となった。また，能力推定の標準誤差の平均は2PLがテ
ストレヅトモデルを下回る結果となった。

噸　はじめ1ご

　我が国の試験はいわゆる大問形式に基づいて

出題されている。大問形式の出題は多くの場

合，畳つのテーマを中心として，様々な側面か

ら知識や推論能力を問う形で作題され，単なる

断片的な知識だけでなく，思考力を測るのにも

適した形式だと言われる。一方では，選ばれた

テーマによって出来不出来の個人差が決まって

しまうとか，最初の設問への正誤によって続く

設問への解答が誘導され易いなどの欠点も指摘

される。

　これに対して，相互に独立な小問を積み上げ

ることによって試験を作成する方法も考えられ

る。このような形式では，幾つかの設問の組み

合わせで思考力を測定することは困難になる

が，個々の設問を工夫することにより思考力を

測ることも不可龍ではない。また，この方式に

よれば，設問の数を増やすことによって教科・

科目の広い範囲に渡って出題できるので，試験

の内容的妥当性が高まり，選ぱれたテーマの当

たり外れによって出来不出来が左右されること

も少なくなる。

　この2つの出題形式をテスト理論の観点から

とらえると，後者はテスト項目への正答・誤答

に対して局所独立性を仮定する項目反応理論に

適した出題形式と考えられ，逆に言えば，我が
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国のように大問形式で作題された試験には，そ

のような項目反応理論に基づく分析が馴染まな

いと考えられて来た。

　V鞭量鵬r躍αK霊e豆y　（聾瑠7）は験　CBT　（C◎m蔓》鵬蟹

脱s鑛Tes磁謬）における適応形テストの文脈か

ら，幾つかの項目を一塊の項目群として捉える

ことの利点を論じ，これをテストレヅト
（鵬宣蓋鱒と呼んだ。彼等は，テストレヅトのタ

イプを，階層型テストレット，線型テストレヅ

ト，及びその混合型に分類して論じている。こ

こで我が国の大問形式の出題に関して，大問を

且つのテストレットと考えると，彼等の線型テ

ストレヅトに対応すると考えられる。そのよう

に捉えると，我が国の大問形式の出題に対して

もテストレットモデルによる分析の援用が可能

となる。

　我々はここで，2⑪◎◎年度に実施された大学入

試センター試験の英語の試験問題に対してテス

トレットモデルによる分析を試みるが，テスト

レヅトモデルの最大の特徴は，分析に関して必

須である項目間の局所独立性の仮定を，項目の

集合であるテストレヅト間の局所独立性で置き

換えたことにある。なお，南風原（20⑪⑪）は，局

所独立性の仮定は，実験的独立性（先行する問

題の正誤が，後に続く問題の正誤に影響を与え

ない様に試験問題が作られていること〉のみな

らず，項目の豆次元性（テストに含まれる全て

の項目が，ある特定の畳次元の能力を測るも

のであること）の仮定とも密接に関連している

ことを示しているが，ここでは，全てのテスト

レヅトは共通な英語の能力という旦次元の潜

在特性を測定しているものと仮定する。

　局所独立性を仮定できない大問形式の試験に

項目反応理論に基づく分析を適用すると，能力

推定の標準誤差を過小評価し，結果として信頼

性が過大評価されるが，能力値の推定には組織

的なバイアスが見られないと言われる（S蜘G豊，

丁髄ss錐，鐵αW蹴餌診鍾l　Lee，2⑪⑪⑪）。我々

は，同じ試験に対して，2パラメタ・ロジス

ティヅクテストモデルによる分析を行い，テス

トレヅトモデルによる結果との比較を行いなが

ら，局所独立からの逸脱の影響について検討を

試みる。

2　古典的パラメタによるテストの謹述

2．璽　試験の概略

　分析の対象としたのは2◎⑪0年1月に実施さ

れた英語の試験である。この試験は5器，叙2人

が受験しているが，将来における他年度の試験

（例えば共通第1次学力試験）との比較を考慮

し，かつての共通丑次時代の受験生に近い集団

を選びたいと考え，国語は国語1・Hを受験，

理科・地歴ではB科目，数学では数学互A，数

学∬Bを受験したものに限定した2載，256人の

解答を分析の対象とした。

　ここで対象とする英語の試験は，次の6つの

大問から構成されている。第且問は発音・強

勢・会話問題，第2問は語彙・語法・文法に関

する問題及び整序作文，第3問がっなぎ語の補

充・文整序問題，第4問が図表読み取り問題，

第5問が口語コミュニケーション問題，第6問

が長文読解問題である。それぞれの大問はいく

つかの項目から成り立っており，全項目数は醐

項目である。そのうち，複数の項目に正答でき

てはじめて加点される問題をそれぞれ豊つの項

目として扱うと，そのような項目の組は3艦あ

るので，全項目数は賂項目となる。ここでは

まず，大問ごとの軍答率及ぴ正答項目数の度数

分布から，大問レベルでの今年度の試験の特徴

を概観し，その後，各項目について，正答率，

点双列相関係数，さらにアルファ係数などの古

典的パラメタによって項目レベルでの特徴につ

いて述べる。

2．2　大問単位での特徴

　各大問の正答率は鑓％から76％であった
（表2．且）。ここでの正答率は，正答項目数を各

大問に含まれる項目数で除したものであって，

配点によって重み付けられた大問得点率とは異

なる。最も正答率が低かったのが第4問の図表

読み取り問題，最も高かったのが第5問の口語

コミュニケーション問題であった。図2、盈を見

ると，正答率の低かった第4問は比較的左右対

称な分布をしていることがわかるが，その他の
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大問はグラフの右寄りに幽がある負の歪度を持

っグラフとなっている。特に正答率が70％を越

えている第3問と第5問のグラフは右肩上がり

のグラフとなっており，これらの大問は受験生

にとって容易な闇題であったことがわかる。

表2．璽　大問の統計量
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2．3　項目単位での特徴 薮2．2　古典的項目パラメタ

項目　　平均　標準偏差　　項目総点相関串

　各項目ごとに正答率をみていく　（表2．2）。こ

の正答率は，その項目がどの程度難しかったか

を示す困難度の指標となる。正答率の最も低

かったものは，項目鯵の豆7％，最も高かった

ものは項目8の％％であった。なお，項目診

は語彙問題，項目書は強勢問題であった。次に

各項目の成否と合計点との間の点双列相関係数

（項目総点相関）をみていく。この点双列相関

係数は，その項目の出来不出来がテスト全体で

の得点とどの程度の関連性を持っかを表し，項

目の識別力の指標とみなすことができる。な

お，ここでいう合計点にはその項目の得点は含

めない。点双列相関が最も低かったのが項目四

の⑪．023，最も高かったのが項目26，27（この

2つは両方とも正答で加点される）の⑪．囎5で

あった。項目聾は正答率が非常に低く，また

点双列相関も小さいことから，今回試験で測っ

ている英語の能力とは別の次元の能力について

測っている問いである可能性がある。

2．轟　試験の幡頼性

　この試験の信頼性をここで対象とする集団に

ついて分析すると，創係数は0．糾4であった。

この数値は，能力の個人差を測定するためには

α係数は⑪．曾以上あることが望ましい，という

観点からみると若干低めであった。次に，この

試験が測定している能力の一次元性について吟

味するため，項目問の四分相関係数行列にっい

て，共通性の推定にSMCを用いて固有値をも

とめた。その結果，S踊Cの総和が且2．妙であ

り，第盈因子の固有値が帥．2と他の因子の固有

値と比べて顕著に大きいことが示された。さら

に，その寄与率もお．豆％で，この因子だけで

80％を越えており，一次元性が高いことがわか

る。しかし，一この第且因子の固有値よりはるか

に小さいものの，第2因子の固有値は盈．⑪45で

あり，探索的な研究が目的の場合には，因子と

して採用される可能性もある。（図2．2）。

　以上の信頼性係数及び因子分析の結果より，

今回の試験は英語能力の複数の側面を測ってい

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
7
夢

＆
3
鋭
ぷ
品
雛
綴
翫
綴
錫
遡
韓
％
辮
榔
q
鑓
繹
繹
額
謬
卿
綴
緒
舗
縄
磯
q鑓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
Q
（
》

弱
3
4
0
7
鱗
勢
鷺
舞
6
8
㎎
努
4
7
蕗
0
7
鍔
雛
砿
0
7
4
6
”
鷲
60
燧
B
部
0
0
槻
鍔
4
7
鍔
B
偲
盤
認
勢
聰
η
簿
割
％
3
6
4
6
6
6
8
4
6
2
勢
8
2
0
6
鑓

7
8
5
6
8
5
5
9
6
3
9
6
毒
8
7
8
5
7
ー
ツ
5
9
夢
7
6
3
6
7
6
愚
5
5
5
3
鳶
感
ツ
名
名
毒
9
5
3
益
石
7
鳶
鳶

α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
O
α
O
α
α
α
α
O
α
α
α
O
α
α
α
α
α
O
α
O
α
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

器
箆
O
O
簿
鎗
鍔
9
9
胃
勢
㎎
器
胃
器
50
B
妬
00
蕗
7
7
錐
勇
90
鷲
H
9

0
6
0
胃
蕗
胃
邸
0
◎
勢
勢
閥
簿
鈴
巧
2
4
”
額
27
勇
8
6
鷲
”
B
器
齢

4
3
5
4
3
4
4
蓋
4
4
2
4
4
3
4
3
5
4
3
4
4
2
2
4
4
4
4
4
4
3
5
4
4
4
4
4
4
3
3
4
2
4
鴻
4
4
4
4
4

0
α
α
0
α
◎
O
α
O
O
O
O
O
α
O
α
α
◎
α
O
O
O
O
α
O
◎
O
O
O
α
α
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

0
3
6
6
墾
笠
3
3
8
8
6
4
2
6
0
4
丑
6
3
0
7
3
3
5
5
4
2
5
1
3
9
0
5
8
夢
夢
1
夢
◎
3
8
3
6
0
3
4
3
7

8
7
夢
3
4
8
2
9
3
2
3
豆
4
6
8
3
2
夢
2
8
2
4
4
7
9
1
5
7
4
0
5
夢
4
4
豆
7
7
6
6
7
3
6
4
9
7
9
4
3

盈
急
1
3
2
丑
1
豆
3
2
豊
3
2
3
2
3
2
2
0
2
2
2
2
3
4
』
4
3
3
3
3
2
3
2
3
2
3
2
3
4
3
3
3
3
4
3
3
2

α
0
α
α
0
α
α
α
α
O
α
α
0
α
0
α
O
O
α
0
0
0
0
α
◎
O
O
α
O
α
α
O
α
0
0
◎
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

零ここでの総点は各該当項目の得点を除いてもとめたもの
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る可龍性も考えられるが，ある程度の一次元性

は保証されたと見なし得るので，以下，一次元

の能力を測定しているものとして試験め分析を

行っていくことにする。

2
i
O
雪
菖
7
§
5
4
3
2
畢
O
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
馨
縫

き
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笥 3 5 7 § 1蓬 葉3 15 17 19 2馨 23 25 2フ 29 3で 33 35 37 39 構 曙3 尋5
墓7　i

　　　　露子鞍

國2．2　固有値の分布

3　テストレツトモデル1こよる分析

こうして構成したテストの信頼性は，0．787

と，項目を独立に扱った場合に比べて低めに

なっている。テストレヅトの背後に想定するモ

デルとしては，P麗劔C鷺磁殖⑪翻（殖a蹴fS，

1囎2），N⑪癒懸豊Res瞬鵬e越翻α（B◎ck，診72）等

様々なモデルが考えうるが，ここでは，6つの

テストレヅトについてそれぞれr含まれる項目

数＋和の得点段階を持っG輔繭Res欝麗e
M磁e取翻瓢銀勲，診翻，吟72》のロジスティク関

数表現によるものを当てはめて分析した。この

モデルは，正答一誤答という二っのカテゴリに

よって採点されるテストの統計的分析に利用さ

れる2パラメタ・ロジスティヅクモデル
（2PL）（L◎鵡及N釧量磁，診68）を，複数の得点

段階を持つテストに拡張したもので，2PLを下

位モデルとして含むものとなっている。
（M醸面，旦勢◎）

3。唱　テストレットの構成

　上述したように，この試験は6っの大問より

成り，各大問がさらに幾つかの中問に分かれる

という構成になっている（試験の構成の詳細は

付録旦を参照）。ただ，大問として大きくまと

まってはいても，例えぱ第2問Aに含まれる

難の設問は相互に独立と考えてよく，このよう

な設問は出題形式に捕らわれでテストレヅトと

して括るよりも，独立な項目として扱うことに

よって駅丁偉e髄Res脚鵬eT撫◎璽y》により近い分

析ができる。このように考えると，局所独立を

仮定するのが無理と思われるのは，第置問Bに

含まれる2つの設問，第量問Dに含まれる3つ

の設問，第3問Aに含まれる2つの設問，第4

問に含まれる5つの設問，第5問に含まれる5

つの設問，第6問に含まれる露つの設問という

ことになる。第、4問，第5問，第6問はそれぞ

れ中問に分かれているが，いずれも共通の長文

ないし会話文に付随する設問となっているた

め，中問同士が独立と考え難いので，大問ごと

に且っのテストレヅトとしだ。こうして，それ

ぞれ，2，3，2，5，5，＄の項目からなる6つの

テストレヅトを構成し，残斡の23の設問は独

立な2値項目として扱った。なおテストレヅト

の得点は含まれる設問に対する正答数とした。

3．2　テストレットオペレーティング特盤曲線

　　侮s輔e量軸e麟繭gC鰍翻c蝋s顧oCU鵬）

　6つのテストレヅトのオペレーティング特性

曲線を図3．且に示す。殊（〃）は特定の〃を持っ

受験者がノ番目のテストレヅトで為点を獲得す

る確率を示す。すなわち，ノ番目のテストレヅ

トに含まれる項目数を鵬で表して

乃，紛＝畷の一避，÷、紛

ここで

礁の＝畳

孤、＋紛＝o

およぴ

聯薦繭
　ここで，繕は項員識別力に相当するパラメ

タ，◎為はノ番目のテストレヅトにおける鳶番目

のカテゴリの困難度を定めるパラメタである。

また，1）はロジステ才ヅク関数を累積正規曲線

に近似させるための定数でD尋．7である。
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　亜番目のテストレヅト（T3）はやや易しい設

問（正答率◎．64）と中程度の困難度の設問征

答率◎、5置）の紀み合わせによっで構成され，中

程度の能力の者が，且問のみに正答する様子が

中央の山型の曲線に現れている。これに対して

2番目のテストレヅト（T5）は極めて易しい設

問（正答率◎．撃7），中程度の困難度の設問2問

（正答率⑪．弱，0、53）から成り，能力の低い受験

者でも◎点となる確率が極めて低くなってい

る。識別力が低い（項目総点相関0．購，0．薙，

◎。皇勢ので，能力の高い者でも3点を取る確率

はあまり高くならず，能力の広い範囲に渡って

2点の者が分布している。

　3番目のテストレヅト（T24）は識別力がある

程度高く　（項目総点相関◎．45，◎．38）易しめ（正

答率⑪．66，⑪．ツ5）の2問からなる。識別力がある

程度高いため，能力が中程度からやや低いもの

でも，どちらか一方に正答する確率はあまり高

くならず，能力の低いところでは両方に誤り，

能力の高いところでは両方に正答する様子が現

れている。

　4番目のテストレヅト（T27）はやや易しい設

問（正答率0．64），難しい設問（正答率◎．34），

と中程度の設問3問⑩．鑓，⑪．56，◎。54）からな

る。識別力がある程度高い（項目総点相関◎．36，

O．妙，O．35，◎．25，0．32）ので，能力が高くなるの

に応じて，亜点刻みで高くなる得点を取る確率

が増えていく様子が見られる。

　5番目のテストレット（T28）は易しい設問5
問（正答率◎．67，◎．73，◎．総，◎．瀞，◎．64）からな

り，能力の低い者でも⑪点となる確率は低い。

また，能力の中程度以上では満点となる確率が

一番高い。

　最後に6番目のテストレヅト（T2撃）は極め

て易しい設問（正答率⑪．夢5）と難しい設問（正

答率0．3窓）および易しい6つの設問（正答率
0．鍔，融．66，⑪．66，α聡，0．翻，⑪。63）から成る。易し

い設問が含まれているので，能力の低い者でも

⑪点の確率は低い。また，難しい設問が含まれ

ているため，また，他のテストレヅトに比べて

含まれる設問の数が多いため，能力がある程度

高くならないと満点の確率は高ぐならないが，

識別力がある程度高い（項目総点相関O．34，

0．36，0．35，0．39，⑪．47，0．鍛，◎．34，0．24）ので，能力

が且を越える辺りから急遠に満点の確率が高く

なっている。

　これらの作図に利用した項目・カテゴリパラ

メタを表3．互に示す。表3．勲こは，2値項目とし

て扱った23項目のパラメタも合わせて示し
た。最後の列「みの平均」はカテゴ．リ困難度の

平均で，その項目全体の困難度を代表するもの

と考えることができる。なお，パラメタの推定

にはPARSCALE（鎚麗ぬ挽Bock，診％）を用い
た。

3。3　テストレット特性曲線

　　侮s蟹e電C瞭齪驚麟oC鵬ve》

　テストレヅトオペレーティング特性曲線はテ

ストレヅトの基本的な特性を表すものだが，一

瞥のもとにその意味を読み取るのは容易ではな

い。そこで，

　　　丑狗烈θ）＝一Σ搬締
　　　灘ノ鳶＝o

に当たるものを図3、2に示した。これをテスト

レヅト特性曲線（驚s重鰭C惣額e麟蓋c　C瓢7e）と

呼ぶ。これはθを固定した場合の期待得点率曲

線（E糟戯樋Sco騰C翼鴨⑪fTes電璽e苞）に当たるも

のである。図3．2には同時に行った2パラメ

タ・ロジスティヅクテストモデル（2PL）によ

る結果も合わせて示した。2PLにおいて期待得

点率に当たるものは，▼

　　　i厄。（θ＞一Σ孔ψ）

　　　聯ノ9∈ノ

ただし

　　　　　　且ろψ）嵩丑＋expの傷θ4

によって与えられる。
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表3．嘱項目・カテゴリパラメタの推定値
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　2PLとの比較についでは次章で述べるので，

ここではテストレヅト特性曲線の様子について

簡単に触れる。2番目のテストレヅト（T5）を

除いて，いずれもそれなりの識別力を有してい

ることが分かる。また，2番目のテストレヅト

（T5）の識別力が低いのは，前節で触れたよう

に，それに含まれる個々の設問の識別力が低い

ためである。

　ところで，2PLにおいて，テストレヅトオペ

レーティング特性曲線乃鳶（〃）に対応するものは

〃を固定した場合の各テストレットの得点分布

を計算することにより求めることが出来る。例

えぱ，鵬の項目からなるテストレヅトにおいて

死点を取る確率は，そのテストレットに含まれ

る項目の特性曲線を．Pぎ（〃），9∈ノ，これらの鵬

個の項目に対する正誤反応を表す0岨の並びを

鰐、，g∈ノとすれば勢これらの鵬個の項目のう

ち，ちょうどκ個の項目にだけ正答する確率

Pf瞭ノ判θ）罵Σ舷（θ挿一窺（θ）ト，鳶覗．。．，鷹ノ

　　　　　（Σ塵ノ麗9）繭

　）＠ρノ
　
㎜塾）θ（　夢

ノP2ぎ㌦Dマ
ム
飼

　
畿）　

謬

　
謬》1器

蔚

　
瓢）θ（　5

／1

　図3．4を見ると，豆番目のテストレヅト

（T3）と2番目のテストレヅト（T5）のテスト

レット情報量の低いことが分かる。T3は含まれ

る設問が2つであるうえ，それらの識別力もあ

まり高くない（項目総点相関O、2◎，◎．34）ので情

報量も大きくならない。T5は3．2節で触れたよ

うに，含まれる設問の識別力が低いため，T3よ

りも互つ多い設問を含むのにも関わらず貧弱な

情報量しか持たない，3番目のテストレット

（T24）は，2つの設問しか含まないが，個々の

設問の識別力がある程度高いので，かなりの情

報量を示している。最後の3つのテストレット

（T27，T28，T30）の情報関数は能力の中央部の

広い範囲に渉って高原状の平坦な形状を示し，

能力の一方の端，または両端において急速な落

ち込みを見せる。この台地状の形状は多くの設

問を含むテ界トレヅトの情報関数に特徴的なも

のである。

として計算される（図3．3）。 4　2PLとテストレツトモデルの匙較

3．4　テストレット情報量

　　傭轍翻◎鵬Fu輔◎n◎菅驚s囎e電）

次のテストレヅト情報量，

　　　　ノ
1ノ（θ）饗Σ殊（θ）

　　鳶＝o
ただし

岬）　鯉卜瑠）矯碗騙⑫）登

を図3．4に示す。．2PLでこれに当たるものは上

式で鵬組とおいたものであるが，通常はそ

れを以下のように表現したものが用いられるこ

とが多い。

4．噛　テストレツトレベルの比較

　まず，独立項目として分析した23項目につ

いて比較を試みる。図4．置，図4。2はそれぞれ，

識別力と困難度にっいて推定結果の散布図を描

いたものである。2っの図から，両者の結果が

極めて高い一致を示していることが分かる。ち

なみに，相関係数は，識別力について．聾勢，困

難度について．勢勢となっている。

　また，図3．2をみると，．能力の両端でやや不

一致の大きいものも見られるが，テストレヅト

特性曲線（期待得点率曲線）についても，概ね

良い一致の見られることが分かる。2番目のテ

ストレヅト（T5）の左端における2PLによる特

性曲線の大きな外れは，識別力の低い2つの設

問と共に含まれる，極めて易しい設問の影響と

考えられる。6番目のテストレヅト（T2撃）の左

端の外れも，それに含まれる極めて易しい設問

の影響と考えられる。この場合は同時に含まれ
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る他の設問の識別力がある程度高いので，T5の

ような奇妙な形状にはなっていない。同じこと

は，5番目のテストレヅト（T28）の左端の外れ

についても言える。このテストレヅトにも正答

率⑪．器と0．鐙というかなり易しい設問が含ま

れている。このように一部の外れを除けば，他

．の部分では概ね良い一致が見られ，また，図

3．且と図3。3を比較してみても，テストレヅトモ

デルに基づくテストレヅトオペレー一ティング特

性曲線と2PLに基づくそれとの問に系統的な不

一致はみられない。

竈
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　一方，テストレヅト情報曲線の形状は大きぐ

異なる。テストレットモデルの情報曲線は概ね

平坦な形状を示し，旦っ目のテストレヅトを除

き，2PLの情報曲線がテストレヅトモデルの情

報曲線を上回る傾向を示している。2番目のテ

ストレヅト（T3）に劇ける左端の外細は・テス

トレヅト特性曲線の外れと同様，識別力の低恥

2つの設問と共に含まれる極めて易しい設問の

影響と考えられる。

　項目パラメタの推定の精度を比較してみる

と，識別力については，テストレヅトモデルが

29σ）独立項目及びテストレヅトの標準誤差の平

均がO．⑪◎37であるのに対して，鯉Lでは躯項

目の標準誤差の平均が◎．⑪◎42とテストレヅトモ

デルの精度が高い。困難度は，テストレヅトモ

デルの困難度がテストレヅトとカテゴリに分解

して推定されるので単純な比較は困難だが，

笈Lの結果をみると，識別力よりも皇桁程度精

度が落ちるようである。いずれにしても，25万

人弱の受験者による推定なので，精度の高い推

定値が得られたと考えてよいだろう。

轟、2　テストレベ舟の比較
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　図4．3にテスト特性曲線を示す。テストレヅ

トレベルの期待得点率における傾向がそうで

あったように，テスト特性曲線も2っのモデル

の間で概ね一致しだ傾瞬を示す。
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騒4．2　困難度パラメタの散布図・ 　これに対してテスト情報曲線（図4。4）は，

2PLのものが尖りが大きく，概ねテストレヅト．

モデルの情報量を上回り，S鎚G鱒電藏．（垂勢丑）や
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Lee（⑳00）の知見を裏付ける結果となってい
る。
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図4。4　テスト情報関数
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　また，能力推定の標準誤差を2鈴，256人につ

いて平均してみると，テストレヅトモデル0．43

に対して2PL　O．36となっ，ており，情報関数の知

見と一致する。ところで，この2つの標準誤差

の間の相関は⑪．397で，推定モデルの如何を問

わず標準誤差が大きくなり易かったり，小さく

なり易かったりする解答パタンの存在が示唆さ

れる。図4．5はこれを散布図に描いたものであ
る。

0，6

テ
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レ
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ト

モ

デ

ル

の

檬0鴻
濃

誤
謎

である。今回は個々のパタンの検討にまで立ち

入っていないが，恐らく，これに属するパタン

は第4問，第5問，第6問の辺りで希少な動き

を示しているものと推測される。残る2肢は，

両者の大小が連動しているものだが，中でも左

辺に立ちあがる盈肢は2PLの誤差よりも，テス

トレヅトモデルの誤差が大きくなるパタンであ

る。これは，1番目の肢とは逆に第4問，第5

問，第6問の辺りで標準的な動きを示し，残る

含3個の独立項目の一部に希少な動きの見られる

ものではないかと推測される。

　最後に能力推定値の散布図について考察を加

える。図4．6は2つのモデルに基づく能力の推

定値を散布図に描いたものである。両者の相関

は◎．987と高い。推定誤差の散布図に見られる

ような組織的な偏りも見られず，ほぼ直線状に

散布している。このことは，両者による能力の

推定の一致度がかなり高く，いずれが優れてい

るかの議論は別にして，共にそれなりの実用性

を備えたものであることを意味しているといえ

よう。
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図4．5　能力推定標準誤差の散布図 5　おわりに

　散布の形状はおよそ3肢に分かれ，下辺に横
たわる肢はテストレヅトモデルの誤差は小さい

が，2PLの誤差が大きくなるような解答パタン

　欝0◎年度に実施された大学入試センター試

験・英語の試験結果にっいてテストレヅトモデ

ルと2PLによって分析を加え，両者の結果を比
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寸畷 録

付録唱。試験の構成

問題番号 設問 解答番号 問題番号 設間 解答番号

　　　第1問．
（発音・強勢・会話問題）

A
丑 丑

　　　　　第5問

（口語コミュニケーション問

　　　　　題）

A 39

2 2
B

40

B 3－4 41

C 1 5 c 42

D

且 6 D 43

2 7

　　第6問
（長文読解問題）

A

丑 44

3 8 2 45

　　　　第2問
（語彙・語法・分布に関する

　問題および整序作文）

A

蓋 9 2 46

2 K》 4 47

3
1玉

5 48

4
旦2

B 4参一50－5丑

5 13

6 14

7
且5

8
旦6

9 旦7

10 18

11 丑9

B

璽 20

2 21

3 22

4 23

c

1
24

25

2
26

27

3
28

29

　　　　　第3問

（つなぎ語補充・文整序問題）

A
30

31

B 32

c 33

　　　第4問

（図表読み取り問題）

A
1 34

2 35

3 36

B
37

38



　　　　　　　　　　　　　　　テストレットモデルによる契語試験問題の分析

付録2．テストレット・項目対応表

問題 テストセヅト 項目

第欄 丁豆 Q豆

T2 Q2

T3 Q3－Q4

T4 Q5

T5 Q6－Q8

第2問 T6 Q9

T7 Q丑O

T8 Q盟

T9 Q亜2

T10 QB
丁鞭 Q算4

丁蓋2 、Ql5

TB Q16

丁豆4 Ql7

T15 Q豊8

丁翌6 Ql9

丁丑7 Q20
丁且8 Ω2丑

丁丑9 Q22

T20 Q23

T21 Q25

T22 Q27

T23 Q29

第3問 T24 Q30－Q3豆

T25 Q32

T26 Q33

第4問 T27 Q34々38

第5問 T28 Q39－Q43

第6問 T29 Q44－Q5丑

37、
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Te~tl~t AEn~lysis rf the E~rgflish Te~t 

Certer Te~t 

S~or(e~ ef the Natio~nai 

Tomoichi lshizuka* 

Naoko Nakaune * 

Teruhisa Uchida** 

Shin=ichi Mayekawa* * * 

Absiraci 

A testlet response model and 2 parameter logistic test model ~2PL~ were applied on the test scores of 

English in the battery of National Center Test administered in the year 2000. The adopted testlet model was 

based on the graded response model of Samejima (1969, 1972). We chose 249,256 examinee out of 528,812 

total applicants in order to make our resuit comparable to the other stuaies. 

We compared testiet operating characteristic curves, testlet characteristic curves, test characteristic curves, 

and item parameters of 23 independent dichotomous items derived under both testlet and 2PL models, and the 

result showed a fairly satisfying agreement. However, the testlet infomation function diffe_red ~argely. The 

amount of information of 2PL exceeded the anount of infemation of testlet modei almost everywhere. The 

arithmetic average of the standard errors of estimation of ability was aiso smailer in 2PL than in the testlet 

model. 

Key Words : Item Response Theory (IRT), Testlet Logrstrc Test Mode~ Graded Response Mode~ Natlonai 

Cen'cer Test, English Test 
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